別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名:岐阜県総合防災訓練運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災担当　電話番号：058-272-1111（内2747）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：306千円（前年度予算額：310千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　当県では、大規模災害発生に備え、災害対応能力を高めることを目的に、関係機関と連携し実践的な防災訓練を繰り返し実施している。
　平成23年度は、平成22年７月15日から16日にかけて発生した「７．１５豪雨災害」の検証を踏まえて見直しを行った、災害対策マニュアルを総合防災訓練に活用することにより、防災担当職員の習熟、関係機関の連携及び災害対応の強化を図る。
　また、６月の「土砂災害防止月間」に実施予定の「土砂災害・全国統一防災訓練」では、参加市町村に「避難勧告等の判断・伝達マニュアル」を活用し、住民の避難行動を伴った住民参加型訓練を実施するよう呼びかけ、住民の防災意識を高める訓練とする。
	２　所要経費


　岐阜県総合防災訓練運営費　306千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


　大規模災害発生に備え、災害対応能力を高めることを目的に、関係機関と連携し実践的な防災訓練を繰り返し実施している。
・H20：現地災害対策本部等を通じた市町村との連携及び緊急対策チームの運用訓練を実

　　　 施
・H21：超大型台風を想定した緊急対策チームの運用訓練を実施
・H22：(1)地震防災体制の点検、災害時の業務の確認と情報共有訓練を実施（9/1）
 (2)7.15豪雨災害の検証を受けて見直しを行ったマニュアルに沿って県・市町村
の豪雨災害における防災体制の点検を実施（9/17）
　　　 (3)関西電力、福井県等関係機関と連携し、原子力総合防災訓練を実施（10/26）

　そのほか、毎年「土砂災害防止月間」（６月）に、砂防課、岐阜地方気象台等と連携し「土砂災害・全国統一防災訓練」を実施（平成22年度は6月6日に実施）
	３　これまでの取組に対する評価


　各種防災訓練を繰り返し実施することにより、発災時の初動体制、応急対応体制をはじめとした各マニュアル運用の確認及び改善を行った。
　また、継続的に訓練を実施することにより、県、市町村及び防災関係機関の連携及び災害対応能力の向上を図ることができた。

　なお、平成２２年７月に発生した「７．１５豪雨災害」の検証を踏まえ、緊急時の重要情報と、それ以外の情報を明確にするなど、情報収集、共有方法について見直しを図り、これら見直し部分の点検を行うため９月１７日に防災訓練を実施した。
　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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